
＜山口翔平の基本的方向性＞
「手取り」と「時間」を増やして「ゆとり」を取り戻す。

› 誰しも、一定の「ゆとり」がなければ人生を楽しみ、夢に挑戦することはできません。私たちの生活には、より多くの「ゆとり」が必要です。
› そのために、山口翔平は、「手取り」と「時間」を増やすことをお約束します。

手取りを増やす
国民民主党の看板政策

時間を増やす
人が夢に挑戦するためのもう一つのﾋﾟｰｽ

現状認識
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山口翔平の
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方向性

「103万円の壁」は政府・与党のﾄｯﾌﾟｲ
ｼｭｰであり、企業・労働者も過半が賛意

– 自公国の3党幹事⾧間にて、「178
万円を目指」すこととｶﾞｿﾘ暫定税率
廃止に合意

– 労働者不足に悩む企業、手取りが
増える労働者、双方とも賛意

残業代単価を25%から50%以上に

– 世界一勤勉な日本人に残業するな
というのは無理。

– ﾌﾟﾗｲﾍﾞｰﾄの時間を削っている残業
代の価値をまずはあげる。

– 時給単価を下げている隠れ残業も
徹底的に撲滅＞

› 「手取り」は挑戦する人々を支える重要な「経済的
ゆとり」と理解

› 国民民主党の先人が獲得した大きな政治的成果
を継承・発展

› 財源論に終始し、生存権を無視する既存政党と
のﾊｰﾄﾞな論戦にも果敢に挑む

› 税金を使う側から収める側の目線に立った政治へ

「量」を
増やす:
祝日の土曜
振替

「質」を
高める:
繋がらない
権利

30年以上手つかずだった祝日の土曜
振替を推進し、連休を増やす

– 週休二日制が本格化した1992年
から30年以上も祝日法は祝日の土
曜振替を規定せず(祝日法は議法)

– 連休増により家計消費を押し上げ、
経済活性化を図る

増えた余暇を存分に享受するには、休
日に職場から完全に切り離される必要

– 在宅勤務推進により休暇中もいつ
電話がかかってくるかわからない状況

– 「繋がらない権利」を定める欧州各
国の例にならって一気呵成に法整
備を進め、休暇の質を改善＞

› 「手取り」に加え、「時間」を増やすことで、人々が
安心して夢にﾁｬﾚﾝｼﾞできる環境を作り上げる

› 「祝日法改正」と「繋がらない権利」の旗を掲げ、
国民民主党の「勝ち組は国民であるべき」との
基本理念実現に貢献

› 法律を作る側から従う側の目線に立った政治へ

山口独自政策



残業代参考
› https://www.bing.com/search?q=残業代を増やす+小泉進次郎

&cvid=0130b6503aed4334b2d29759e1d0be6a&gs_lcrp=EgRlZGdlKgYIABBFGDkyBggAEEUYOdIBCDc4MjZq
MGo5qAIIsAIB&FORM=ANAB01&PC=NMTS

› 第37条（時間外、休日及び深夜の割増賃金）
› 使用者が、第33条又は前条第1項の規定により労働時間を延⾧し、又は休日に労働させた場合においては、その時間又はその日の労働につい

ては、通常の労働時間又は労働日の賃金の計算額の2割5分以上5割以上以下の範囲内でそれぞれ政令で定める率以上の率で計算した割増
賃金を支払わなければならない。ただし、当該延⾧して労働させた時間が1箇月について60時間を超えた場合においては、その超えた時間の労
働については、通常の労働時間の賃金の計算額の5割以上の率で計算した割増賃金を支払わなければならない。



祝日法参考
› 国民の祝日に関する法律
› 第一条 自由と平和を求めてやまない日本国民は、美しい風習を育てつつ、よりよき社会、より豊かな生活を築きあげるために、ここに

国民こぞつて祝い、感謝し、又は記念する日を定め、これを「国民の祝日」と名づける。
› 第二条 「国民の祝日」を次のように定める。
› 第三条 「国民の祝日」は、休日とする。
› ２ 「国民の祝日」が土曜日及び日曜日に当たるときは、その日後においてその日に最も近い「国民の祝日」でない日を休日とする。
› ３ その前日及び翌日が「国民の祝日」である日（「国民の祝日」でない日に限る。）は、休日とする。



つながらない権利参考
› 休日に一斉メール、全員CCしていませんか...欧米で法制化される『つながらない権利』日本への導入は?専門家は「通信技術の発

達で、気の休まる暇がなくなった」【MBSニュース解説】 | 特集 | MBSニュース


